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イスラーム過激主義とスリランカ

─イースター・テロの背景
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　　おわりに

　はじめに

　2019 年 4 月 21 日の日曜日はキリスト教徒たちがイエス・キリストの復活を

祝うイースター（復活祭）であった。この日の 8 時 45 分からの 20 分間に，ス

リランカの 3 つの高級ホテルと 3 つのキリスト教会で連続自爆テロが発生し，

250 人以上が死亡した。使用されたのは過酸化アセトンという IS（「イスラー

ム国」）が好んで使う爆薬で，IS のテロリストによってパリやブリュッセルで

使われたものと同じであった。実際，IS は指導者アル・バグダディのビデオ

を 4 月 29 日に公表し，この事件に言及した。そのなかでこのテロはシリアに

おける 3 月の IS の敗北への復讐であることが示された。実行犯のすべてはス

リランカのムスリムである。主導したのはザフラン・ハシムという 34 歳の説

教者で，彼自身も自爆した（1）。
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　このテロに関してはさまざまな点が十分には明らかになっていない。なかで

もおそらく最大の問題は，スリランカのムスリムがなぜ，どのようなプロセス

を経て過激化し，外国人やキリスト教徒を標的としたテロを引き起こすに至っ

たのかという点であろう。スリランカのムスリム社会のあり方と彼らの過激な

行動との間にはどのような関係があったのか。サラフィ・ジハード主義などと

呼ばれるグローバルなイスラーム過激主義，特に IS との関係はいかなるもの

であったのか。過激主義の拡散を阻止し，テロを未然に防ぐための教訓をこの

事件から学ぶことはできるのか。イースター・テロの背景を検討するなかで，

こうした点を考えていきたい。

1　スリランカのムスリム

　2012 年のセンサスによれば，スリランカの人口は 2036 万人で，そのうち仏

教徒は 70.1 パーセントであった。ヒンドゥー教徒は 12.6 パーセント，イスラー

ム教徒は 9.7 パーセント，キリスト教徒は 7.6 パーセントである（2）。仏教徒の

ほとんどはシンハラ人であり，ヒンドゥー教徒のほぼすべてはタミル人である。

キリスト教徒はシンハラ人とタミル人で構成されている。イスラーム教徒はス

リランカでは宗教的コミュニティであると同時にエスニック・コミュニティで

もある。

　この島を植民地としたポルトガル人たちはムスリムたちをムーアと呼んだ。

その呼称はイギリス植民地時代にも使われたが，独立を経て 1970 年代までに

はムスリムと呼ばれることが一般的になった。彼らの多くはこの地域の商業に

おける共通語であったタミル語を話す。しかしムスリムたちの言語への執着は

明らかに弱い。シンハラ人の多数派地域においては子どもたちをシンハラ語学

校へ入れようとすることが多い。コロンボのいくつかのモスクでは説教がタミ

ル語ではなく，英語またはシンハラ語でなされている（3）。

　ムスリムたちはタミル人とさまざまな慣習を共有してきた。たとえば両者の

多くは，程度の差はあるが，母系制的な家族制度を残している。しかし彼らは
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自らをタミル人であるとは認識しない。ムスリムたちは，シンハラ人ともタミ

ル人とも違う独自のアイデンティティを構築してきたのである。19 世紀末ご

ろにムスリムをもタミル人というカテゴリーに含めようという動きがタミル人

政治家のなかにあったが，これは特にムスリムの側で強く否定された（4）。

　イスラームは主に西アジアとの交易によってスリランカに伝えられた。中東

地域と南アジア，東南アジアを結ぶ海上交易は紀元前から活発に行われていた。

南インドなどではローマ帝国のコインが出土し，またキリスト教は非常に早い

時期からインドに伝えられていた。この交易には多くのアラブ人やペルシャ人

が従事していたが，7 世紀におけるイスラームの登場を経て，特に 8 世紀以降

のインド洋交易の中心はアラブ人ムスリムになった。スリランカにも多くのム

スリムが渡来し，地元の女性を妻とした。アラビア人商人を祖先にもつという

歴史から，東南アジアのムスリムと同様に，スリランカのムスリムたちのほと

んどはスンナ派に属している（5）。

　スリランカのムスリム・コミュニティの本格的なアイデンティティ形成は

19 世紀後半以降に，仏教徒の宗教復興運動とほぼ同時に起こった。近代化が

進むなかでムスリムのエリートたちは教育の重要性を主張し，ムスリムという

コミュニティへの帰属意識の高まりを求めた。彼らはイスラームの原理によっ

て一般のムスリムたちを精神的，文化的，そして政治的に統合しようとしたの

である（6）。ムスリム・アイデンティティの高まりのなかで，ムスリムの慣習か

ら非イスラーム的なものを排除しようとする動きも強まった。また世界のムス

リムの動向やウンマと呼ばれる世界的なムスリム共同体への関心も徐々に高

まっていった。こうしてたとえば儀礼時に音楽を用いることは否定され，礼

拝時の静粛性が求められるようになった。そのことが仏教徒との対立を招き，

1915 年のいわゆる反ムーア人暴動の一因となった（7）。

　1948 年の独立後にはイスラーム化の流れは明らかにより明確になった。ア

ラビア語学校の数は独立後急速に増えた。1884 年から 1950 年に設立されたア

ラビア語学校はわずか 15 校であったが，1950 年から 2000 年の間に 100 校以

上が創設された。その後その数はさらに増え，2019 年 5 月の政府発表によれ
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ばスリランカには 317 のアラビア語学校が登録されていた。これらの学校では

シャリーアの学習により大きな重点が置かれた（8）。

　その他の面でも教育のイスラーム化とでも言うべき現象は進んだ。UNP（統

一国民党）や SLFP（スリランカ自由党）に属するムスリムの政治家たちによっ

て 1960 年代頃からムスリムのための政府校がつくられ始めた。ムスリムの多

くはタミル語を話したので子どもたちもかつてはタミル語学校に通うことが多

かった。しかし次第にタミル人教師たちによって教育がコントロールされてい

ることが問題視され始めた。こうして新規につくられたムスリムのための学校

は非ムスリムとは異なる学年歴をもつなど，イスラームの文化に配慮するもの

となった。そして同時に，ムスリムの教育的後進性を克服するための努力がな

された。しかしそのためにムスリムと非ムスリムの子どもたちの間の交流が妨

げられるようになった。ムスリム独自の学校は明らかに民族的，宗教的分断を

より深める一因になった（9）。近年，コロンボにおいてもムスリムだけの「イン

ターナショナル・スクール」も増えており，ムスリムと非ムスリムの交流の場

はますます減少している。こうして，マクギルヴレイが言うようにムスリムた

ちの「自己疎外」が進んだ（10）。

　多くの人々がモスクに通うようになり，モスクの数も増えた。服装にも変化

が現れ，頭にタギーヤと呼ばれるレースの入った白い帽子をかぶり，髭を伸ば

し，白く緩やかな上着やズボンをはく男性が増えた。1980 年代から黒い外衣

であるアバヤと頭にかぶるヒジャーブを身につけた女性が増加した。ムスリム

の学校においては，1982 年から女子生徒もヒジャーブをかぶることになった。

マクギルヴレイは，こうした変化は過去半世紀ほどの間に起きたものであると

指摘している。彼が 1969 年に初めてスリランカ東部の町に来たとき，農作業

を行うムスリム女性のすべては色とりどりのサリーを着ていたという（11）。服

装の変化に加えて，公的な場における男女の分離，ハラル認証の重視，イスラー

ム金融などの点でもイスラーム化の動きは顕著にみられるようになった。また，

イスラーム的習慣を守るために非ムスリムとの交際を避けることがますます求

められるようになった（12）。
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　イスラーム化の動きは政治的分野でも進んだ。SLMC（スリランカ・ムスリ

ム会議）の設立はその一つである。ムスリムの政治家たちはタミル人とは距離

をとり，多数派であるシンハラ人中心の全国的政党に協力することで政治的影

響力を確保しようとしてきた。しかし特にタミル人武装勢力との対立から生ま

れる北部や東部のムスリムの声が十分に代表されていないという不満があっ

た。シンハラ人中心の政党に属する政治家ではシンハラ人仏教徒による差別や

暴力に適切に対処できないという状況もあった。こうしたなかで，カリスマ的

指導者M.H.M.アシュラフ（1948-2000）を中心に SLMCが 1981年に設立された。

SLMC は 1989 年の国政選挙では 4 議席，1994 年には 7 議席，2001 年には 11

議席，2004 年には 10 議席を獲得し，ムスリムの利益を代表する重要な政党と

なった（13）。政治文化のイスラーム化は他の面でも進み，ムスリムの政治家の

スピーチからはコーランやハディースからの引用が増えた。政党の集会などで

は拍手ではなく，「アラー・アクバル」の声が聞かれるようになった（14）。

　ムスリムとしての政治的意識が高まるなかで，より大きな政治的権利を求め

る動きが顕著になった。「ムスリム自治地域（Muslim Self-Governing Region）」

という提案はその代表である。これはもともとは 1980 年代半ばにムスリムの

学者や政治家たちによって考案されたものである。隣接しない，つまり飛び地

になっているムスリムの居住区をまとめ，その地域内では警察，土地，灌漑，

教育などに関する自治権を与えよという要求であった。ムスリムの学生たちは

それを 2003 年のオルウィル宣言として発表し，「伝統的なホームランド」，「自

決権」という主張をより広く知らしめた。SLMC もこの提案を取り上げた。し

かしながら，南部のムスリムたちはこの提案を支持しなかった。シンハラ人た

ちの反発と反ムスリム感情の高まりを恐れたのである（15）。実際，ムスリムた

ちが自治，あるいは「自決権」を求める政治的主張を強めるにつれ，シンハラ

人仏教徒たちの反発も高まっていった（16）。特に 2009 年の内戦終了後には仏教

徒過激勢力によるムスリムへの嫌がらせや暴力が多発するようになった。
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2　サウジアラビアの影響とタウヒード集団

　上述したように，ムスリムたちのイスラーム化と政治へのより積極的な関与

を求める動きは独立後明らかに進行していた。こうしたなかで，信仰をより徹

底的に純化しようとする動きが 1970 年代後半ごろから顕著になった。スリラ

ンカでは 1977 年に経済自由化政策が導入されたが，この頃からイスラーム学

者たちはグローバルなイスラームとより頻繁に交流するようになった。人的交

流は盛んになり，サウジアラビアからワッハーブ派の説教師が直接来訪するこ

ともあった。またサウジアラビアの大学において奨学金を得て学ぶ学生たちも

増加した。さらに，多くのムスリムたちがオイルマネーで豊かになった中東地

域に出稼ぎに出るようになった。帰国した学生や労働者の多くはワッハーブ派

のイデオロギーを宣伝した。彼らは，より純粋で文献に基礎をおく信仰を求め，

シンハラ的，タミル的，あるいはインド的な文化の影響を受けたスーフィー信

仰を批判した。サウジアラビアからの大規模な資金提供はこうした動きをさら

に促した（17）。

　サウジアラビアの個人や団体がワッハーブ派の拡大を図ったのはスリランカ

においてのみではなかった。彼らはワッハーブ派の主張を世界各地に拡散する

ために，あるいはイラクやシリアのワッハーブ派の武装組織の活動のために多

額の資金を提供した。サウジアラビアから世界に流れた資金はこの何十年かで

1000 億ドルであるとも，あるいは 2007 年の段階で年額 20 億ドル，2015 年に

はその倍ほどであるとも言われている。イギリスにおいてもその傾向は顕著で，

この国のイスラーム過激主義への資金は主にサウジアラビアからのものである

と指摘されている。イギリスでは 2007年にはサラフィー主義あるいはワッハー

ブ派と関連するモスクは 68 であったが，その 7 年後には 110 になっていた（18）。

カザフスタン，ミャンマー，バルカン地域，パキスタン，セネガル，ギニヤ，

インドネシアなどでもサウジアラビアの影響は見られる（19）。

　ワッハーブ派的な影響が強まるにつれて，スリランカのイスラームの主流で

あったスーフィー信仰はますます批判されるようになっていった。スリランカ
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には何世紀にもわたるスーフィズムの伝統がある。その中心となるのはアラー

と人間との中間に位置するとみなされるスーフィー聖者への崇敬である。スリ

ランカには聖者廟が多数あり，多くのムスリムたちが現金や食べものを供え，

現世利益を祈願している（20）。

　こうしたスーフィー的伝統に対してはサウジアラビアなどの影響が強まる前

にもさまざまな批判運動が起こってきた。伝道協会（タブリーグ・ジャマー

ト :Tabligh Jamaat）と呼ばれる団体の活動はその一つである。この運動は 1920

年代にインドのムスリムによって始められたもので，1950 年代にはすでにス

リランカで活動を行っていた。彼らは，イスラームが何世紀にもわたって拡大

するなかで取り入れた「望ましくない」習慣を教育によって「純化」すること

を求め，20 世紀末ごろから多くの支持者を得るようになった。彼らは日々の

礼拝や服装に関して彼らが考えるところの本来的なイスラーム的実践を求めた

のであったが，政治にはあまり関心を示さなかった。また，スーフィー的神秘

主義，瞑想，聖者崇拝は，奨励はしなかったが，認めてはいた。同様の運動

で，教育を受けたミドルクラスに受け入れられたのはイスラーム協会（Jamaat-

i-Islamiya）の運動であった。この運動も 1950 年代から活動を続けているが，

政治的動きからは距離を置いていた（21）。

　近年の特徴は，これらの比較的穏健なイスラーム主義運動に比べてきわめて

過激な運動が次第に台頭してきたことである。それらはスリランカではタウ

ヒード集団，あるいはワッハーブ派と呼ばれることが多い（タウヒードとは神

の唯一性を示す概念である）。彼らはワッハーブ派，あるいはサラフィー主義

の国際的なネットワークのなかの一つとして位置づけられ，特にサウジアラビ

アや他のペルシャ湾岸諸国との強いつながりをもっていた（22）。サラフィー主

義のなかでもおそらくもっとも過激で暴力的な思想はサラフィ・ジハード主義

などとして括られるものである。これは，ムハンマドと同世代から第 3 世代の

ムスリムであるサラフたちが実践したイスラームだけが真正であると考え，か

つ，その「真のイスラーム」を武力によって実現しようとする思想である（23）。

　タウヒード集団の動きがスリランカで目立つようになってきたのは 2000 年
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代初めごろであった。彼らの動きをメディアは「イスラーム原理主義」，「オサ

マ・フロント」などと呼んだ。東部のムスリム居住地域などでは明らかにサラ

フィー主義，あるいはワッハーブ派の影響が現れるようになった。彼らは多く

のマドラサをつくり，厳格なイスラームに基づく教育を行い，スーフィー派を

批判した。その結果，スーフィー派との暴力事件が発生するようになった（24）。

　スリランカのタウヒード集団が当初批判のターゲットとしたものの一つはダ

ウリ制度（花嫁の側からの持参金制度）であった。ダウリはタミル文化であり

イスラーム的なものとは異なると彼らはみなした（25）。スーフィーの聖者廟で

行われるカンドーリ祭と呼ばれる儀礼も批判の対象となった。1970 年代には

この祭りがスーフィー的な行為であると考えるムスリム農民はまったくいな

かったと指摘されている。しかしながら，スーフィー的な礼拝様式は近年ます

ます激しく攻撃されるようになった（26）。

　スーフィズムへの批判は時にきわめて暴力的になった。1996 年にはカーッ

ターンクディ（スリランカ東部にある人口 5 万人ほどの町）に設立されたスー

フィー派の瞑想センターが放火された。1998 年には同じくカーッターンクディ

のスーフィー派の指導者が殺された。2004 年には「ジハード」の名の下に瞑

想センターが放火された。図書館やスーフィー派の住宅や商店が破壊され，スー

フィー派の一人が殺された。その後，2006 年にはスーフィー派の指導者の死

去と埋葬をめぐって対立と暴動が発生した。さらに 2009 年 2 月にはウクウェ

ラ（Ukuwela: キャンディの北にある町）にあった設立 150 年の霊廟がタウヒー

ド集団によって破壊された。2009 年 7 月にはスリランカ南西沿岸部の都市ベ

ルウェラにおいてワッハーブ派とカディリー派（Qadiri）スーフィー教団との

間で暴力事件が発生し，2 人が死亡した（27）。

　過激なサラフィー主義者たちの多くは当初タウヒード・ジャマート（The 

Thawheed Jamaat: 一神教団）という団体に属していたが，この団体はその後

いくつかに分裂した。コロンボに拠点を置くダレス・サラフ（Dharus Salaf）， 

全セイロン一神教団（All Ceylon Thawheed Jamaat ）， スリランカ一神教団 （Sri 

Lanka Thawheed Jamaat ），バッティカロアを基盤とするダルル・アダール

03【研究ノート】川島先生.indd   64 2020/03/09   17:56:04



─ 65 ─

政治研究　第 11 号

（Dharul Adhar），そしてカーッターンクディの NTJ （National Thawheed Jamaat:

国民一神教団）である。イースター・テロを引き起こしたのはこの中でもおそ

らくもっとも過激な団体である NTJ であった（28）。

3　ザフランとNTJ

　NTJ の指導者はイースター・テロで自身も自爆したザフラン・ハシム（Zahran 

Hashim）であった。ザフランは 1985 年に前述のカーッターンクディで生ま

れた。この町ではムスリムが多数派を占めており，60 以上のモスクがあるが，

その大半はワッハーブ派のイデオロギーの影響を受けていると言われる。今回

のテロを行った者たちには富裕な家庭出身者が含まれていたが，ザフランの家

は貧しかった。2 部屋の家に両親と 5 人の子どもが暮らしていた。彼は 12 歳

の時にアラビア語学校に入学したが，聖典の解釈をめぐって教師たちと対立し，

追放処分となった。よりラディカルなイスラームを求め，彼は前述のスリラン

カ一神教団に加わった。彼はこのときすでにインターネットでジハードを呼び

かけたりしたと言われるが，彼の思想はこの団体にも過激すぎた。そのためザ

フランは彼自身の組織，つまり NTJ を設立したのである（29）。NTJ は 2016 年に

その幹部が「人種的煽動」で逮捕されたこと，2017 年 7 月にはシンハラ人仏

教徒コミュニティに対するヘイトスピーチを行ったこと，そして 2018 年 12 月

のマワーネッラにおける四体の仏像への破壊行為を行ったことで知られるよう

になっていた（30）。この破壊行為は宗教間の暴動を引き起こすのが狙いだった

と当局はみている（31）。

　ザフランがますます過激化したとされるのは 2016 年末ごろであった。彼は

その演説のなかで公然と IS を支持するようになった。後述するように，2016

年にはテロを呼びかける IS の声明が出され，ヨーロッパなどでテロが頻発し

た。こうした動向とザフランの過激化とはおそらく関係している。2017 年は

じめには彼はカーッターンクディで公的な建物を借りて 90 分以上の演説を行

い，シリアの IS への支持を呼びかけた。会場は満員で，その中には政府の治
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安当局，情報機関の人々も含まれていた。それゆえ，少なくともこの時点で，

ザフランの危険性は当局にはかなりの程度知られていた。その上この演説直後

の 2017 年 2 月 3 日には穏健派のムスリムたちがザフランに関する情報を当局

に報告していた（32）。

　2017 年 3 月 10 日にはザフランと NTJ はカーッターンクディで公開の討論会

を開催したが，そのとき NTJ が持ち込んだのは刀と棒と火炎瓶であった。当

然のことのように暴力沙汰が起こった。NTJ の何人かは逮捕されたが，ザフラ

ンは逃走に成功した。モルジブかインドに逃げたとされている。その後のザフ

ランの足取りは必ずしも明確ではないが，この時期にインドにおいて IS の戦

闘員と接触したという見方もある。

　実際，ザフランは逃走中に明らかにさらに過激化した。2018 年 3 月には仏

教徒過激派によるムスリム襲撃を中心とするキャンディ暴動が発生した。その

月にザフランはビデオを公表し，スリランカの非ムスリムを殺し，警察を襲撃

し，国中で爆弾を爆発させるべきだと主張した。この時もビデオは穏健派のム

スリムたちによって警察に手渡された。これによってスリランカ政府はさらに

ザフランの危険性を認識したと思われる。そして実際，2018 年 11 月には 2 人

の警察官が殺された（この警察官殺人が NTJ の仕業であることはイースター・

テロ後に判明した）。ザフランは自らもテロの準備を進めたが，2018 年 12 月

にはマワーネッラにおける仏像損傷事件において逮捕された者の証言から，爆

弾等の隠し場所が判明した。あるココナッツ農園を警察は 2019 年 1 月 17 日に

捜索し，4 人を逮捕し，同時に 100 キロの爆発物，ワイヤーコード，武器，弾

薬などを押収した（33）。こうした押収物はスリランカ政府に対してザフランの

危険性を明らかに決定的に知らしめることになった。

　ザフランはその演説の力によって人々を引きつけた。彼の思想は IS の主張

をインターネットで知ることでますます過激になっていった。逆に彼自身もタ

ミル語のウェブサイトを立ち上げ，人々に影響を与えた。彼の名は南インドの

タミルナードゥ州やタミル語話者の労働者が暮らす中東の湾岸諸国でも知られ

るようになった。おそらくインターネット上のつながりがきっかけとなり，彼
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はその後タミルナードゥ州やケーララ州に滞在し，ムスリムの過激主義者たち

と交流した。このとき彼は IS の大義を主張し，IS に参加するように人々に訴

えた（34）。

　IS はタミルナードゥ州のコインバトールに支部をつくっていたこと，そ

してその支部とザフランとの間にかなりの関係があったことがインドの NIA

（National Investigation Agency 国家捜査局）の調べで分かっている。NIA はこ

の支部を捜索し，ザフランの大量の演説記録と彼がバングラデシュとアフガニ

スタンの IS の戦士たちと通信したことを示す電話記録を見つけた（35）。

　明らかにザフランは IS にきわめて深く共感するようになっていた。その結

果，彼の問題関心の多くの部分はローカルなものよりもグローバルな過激主義

のアジェンダで占められるようになったとみて間違いないだろう。オーストラ

リアなどの大学で教鞭を執ったアミール・アリは故郷のカーッターンクディで

2017 年ごろにたまたまほとんど 40 年ぶりに金曜礼拝に出席したときのことを

書いている。彼によれば，その時の説教のほとんどはキリスト教徒やユダヤ教

徒，あるいは作家のサルマン・ラシュディやタスリマ・ナスリン（バングラデ

シュの人権活動家）への攻撃に費やされていた（36）。この時期は前述したよう

にザフランがますます過激化した時期ではあったが、残念ながらこの説教がザ

フランのものであったか否かはわからない。しかしたとえこれがザフランのも

のでなかったとしても，ザフランの思想にきわめて近いものであったことは間

違いないように思われる。

4　IS とサラフィー主義

　IS の視点からすると，これまで見てきたようなスリランカのタウヒード集団

の動きは，彼らのグローバルな戦略の成果の一つであった。IS は世界各地のム

スリムたちに対して，イラクやシリアでの戦闘に参加すること，そして欧米な

どにおいてテロを引き起こすことを求めていた。IS そのものの成り立ちとその

グローバルな拡大，そしてスリランカとのつながりについてみていきたい。
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　IS の源流はヨルダン人ザルカヴィーがシリア北部で 1999 年に創設した「タ

ウヒードとジハードのジャマート」（Jama’at al-Tawhid wal-Jihad）であると言わ

れる。この集団はその後 2003 年のイラク戦争開始後にイラクに入り，「イラク

のアルカーイダ」となった（37）。ザルカヴィーの組織はその後「イラクのイスラー

ム国」と称するようになった。2010 年ごろから勢力を拡大させ，2013 年には

シリアの勢力との合併を宣言し，「イラクとシリアのイスラム国」などとして

知られるようになった。その後 IS はアルカーイダとは一線を画し，指導者バ

グダディをイスラーム世界の「カリフ」であると宣言した（38）。カリフ国は統

一されたグローバルなイスラーム教徒のコミュニティであるウンマの上に成り

立つものであるとされる（39）。

　IS を含む暴力的なジハード組織の多くはサラフィー主義を受け入れ入れて

いるといわれる（40）。サラフとは初期イスラームの先達という意味であり，サ

ラフィー主義はサラフの行動や信仰を踏襲しようとする運動である。サラ

フィー主義を唱えた重要な人物の一人がエジプト人ウラマー（イスラームの知

識人）のムハンマド・アブドゥ（1849-1905）であった。彼やその一派の思想

を大塚和夫は以下のように要約している。

ヨーロッパ即ちキリスト教徒からなる植民地主義勢力に対して，ムスリム側が政治・

経済・軍事・技術で劣勢である事実は否定しようがない。それは，イスラームがキ

リスト教より劣っているからだという考え方があるが，それは誤りである。そうで

はなく，ムスリムと自称している者たちが「真性の」イスラーム，即ちサラフのイ

スラームを実践しておらず，そのため真の意味でのムスリムではないところに問題

の根源がある。サラフは真のムスリムであった。ゆえに，彼らの時代にはイスラー

ム共同体は強力であり，大帝国を築くことができたのである。したがって，われわ

れがサラフに従い，真のムスリムとなれば，ヨーロッパ・キリスト教徒の侵略に十

分に対抗できるのである（41）。

このようにサラフィー主義にはヨーロッパやキリスト教徒による支配への対抗

意識が含まれている。彼らは，植民地主義を克服するためには真のムスリムと
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なるべきであると考えたのである。ただサラフとは何かに関する明確な規定は

なく，さまざまな解釈が存在した。そのためサラフィー主義の定義に関する統

一的な見解もなく，もともとは多様な要素を含むものであった。しかし今日で

はこの思想はワッハーブ派の強い影響下にあると言われる（42）。

　サラフィー主義に従う多くの集団と同様に，ナショナリズムは IS によって

否定されるものの一つである。彼らはナショナリズムとそれに基づく国民国家

制度に関しては，強い拒否の姿勢を示している。バグダディは「地上はすべて

アッラーのもの。国家はすべてムスリムたちのもの」と述べた（43）。イスラー

ムとナショナリズムの関係が多種多様であることは事実である。パキスタンな

どのように国名にイスラームがつく国家も存在している。しかしより急進的な

イスラーム主義はナショナリズムと敵対関係になることが多い。彼らは世俗的

ナショナリズムを批判するが，それはネイションという新たな偶像を崇拝する

ことになると考えるからである。急進的なイスラーム主義者にとっては，ナショ

ナリズムは偶像崇拝であり，イスラームが厳禁する多神教に匹敵するものなの

である（44）。

　ネイションを明確に否定し，確固たるグローバルなムスリム共同体としての

カリフ国の樹立を目指したことが世界各地から多くの支持を集めた原因の一つ

であることは間違いない。実際，欧米からもイラクやシリアでの戦闘に参加す

るために多数の人々が集まった。IS への共感の基底には，明らかにアイデン

ティティに関わる問題がある。イラクのスンナ派の人々の多くは民族的，宗教

的な排除や差別を経験するなかで IS を支持するようになった。同様に，きわ

めて多数の欧米からの IS への志願者たちには，帰属への欲求，新たなアイデ

ンティティへの逃避，冒険心があったとされる。「圧制者に対して死を宣告する」

ことによって生まれる「全能感という幻想」もまた IS に人々を引きつける要

因となった（45）。さらに，自殺願望や暴力志向を持つもの，あるいは，殉教や

殺人など普通の社会では絶対にできないことを望む若者たちもいたという（46）。

　IS の思想や運動にはナショナリズム運動と同様に周縁化された人々に尊厳

を与えるという側面をもっていた。グリーンフェルドが言うように，イスラー
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ムはムスリムたちにとってはきわめて大きな「尊厳資本（dignity capital）」で

ある。イスラームは偉大な宗教であり，信者たちにとっては他の宗教より道徳

的に優越しているものであり，また過去においては征服によって強大な政治的

権力を握っていた（47）。こうした偉大な宗教を信じる信者のコミュニティに属

することから生まれるアイデンティティ，あるいは尊厳という感覚は明らかに

多くの人々をイスラーム過激主義に向かわせる一因となった。多くの IS への

参加者たちは主流社会の文化からも，親の文化からも疎外されていると感じて

いたので，彼らにはグローバルなイスラーム運動は大きな魅力であった。

　人々を IS に勧誘したルートの一つは前述したようにサウジアラビアなどの

援助によって世界各地につくられたモスクやマドラサと呼ばれる教育施設で

あった。刑務所もまた大きな役割を果たしたといわれる。社会に絶望した人々

が軽微な犯罪を繰り返し収監されるなかで過激思想に近づいていった。そして

もう一つの経路はソーシャルメディアや過激なムスリムのサイトであった（48）。

多くの人々がヴァーチャルな空間で IS を知り，過激化した。すでにみてきた

ようにスリランカのムスリムの過激化にもその多くが当てはまる。

5　IS と「外部作戦」

　IS は「外部作戦（external operations）」としてヨーロッパやアジアでの多く

のテロに関与した（49）。IS のこの「外部作戦」，つまりテロへの訴えはきわめて

過激，あるいは冷酷であった。それは「不信仰者」である欧米等の市民への無

差別の暴力を肯定し，喚起しようとするものであった。2014 年 9 月 21 日に出

された IS の主任報道官であったアドマニの声明はそれをもっともよく表して

いると思われる。彼は次のように述べた。

　不信仰者のアメリカ人やヨーロッパ人──特に意地が悪く不潔なフランス人──

あるいはオーストラリア人，またはカナダ人，あるいは戦争を行っているイスラー

ム国に敵対する同盟を組む国々の市民を含むいかなる不信仰者を殺すことができる
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なら，アラーに依存し，いかなる方法，あるいはどんなやり方であろうと可能なや

り方で殺せ。誰のアドバイスを求めることなく，また誰の判断をも求めるな。不信

仰者は市民であろうと軍人であろうと殺せ。なぜなら彼らには同じ裁定が下ってい

るからである。両方とも不信仰者であるのだ。（中略）

　たとえ IED や弾丸が見つからなくても，不信仰者であるアメリカ人，フランス人，

あるいは彼らの同盟者を見つけ出せ。石で頭を打ち砕き，ナイフで殺戮し，あるい

は自分の車でひき殺し，あるいは高いところから投げ落とし，あるいは首を絞め，

あるいは毒殺せよ。（中略）それができなければ，家，車，仕事場を焼け。あるい

は収穫物を焼け。もしそれができなければ顔に唾を吐け（50）。

実際この声明の後に，多くのテロが発生した。2015 年 11 月 13 日のパリ同時

多発テロはその一つであった。IS はこのとき初めて正式の犯行声明を出した。

これは最初にコーランを引用する文章で，「カリフ国の戦士たち」による「欧

州の売春と悪徳の都，先導的な十字架運搬者──パリ」に対する攻撃であると

述べた（51）。

　民間人に対する殺人を欧米に居住する IS の支援者などに向けて呼びかける

IS の声明は 2016 年 5 月 22 日にも出された。その中には「おまえたちが民間

人を標的にすることは，われわれにとってより重要であることを知るがよい。

十字軍にとっては，そのほうがより被害が大きく，効果的であるからだ。立ち

上がれ。おまえたちは，ラマダーン月に大いなる報酬と殉教をえるだろう」と

あった（52）。

　民間人を標的にするほうがより重要であるという恐るべき声明であるが，実

際，これに呼応するような形で特に 2016 年 7 月にはテロが頻発した。14 日に

ニースでトラックが花火見物の群衆に突っ込み，84 人が死亡した。18 日には

ドイツの列車内でアフガニスタン人の少年が斧やナイフを振り回し，3 人が重

体になった。26 日にはノルマンディーのキリスト教会が襲われ，一人の神父

がひざまずかされて殺害された。これらの事件に対して ISは「カリフ国の戦士」

によるものだとする声明を出した（53）。ヨーロッパにおいてはそのほかにも多

数の IS によるテロが発生している。マンチェスター・アリーナ爆破事件（2017
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年 5 月 22 日），ロンドン橋・バラマーケット襲撃テロ事件（2017 年 6 月 3 日），

2017 年バルセロナテロ攻撃事件（2017 年 8 月 17 日）などである（54）。

6　IS とスリランカ

　南アジアには IS がその勢力を拡張する豊かな土壌があるとされているが，

IS の活動は中東やヨーロッパに比べれば明らかに少なかった。ただいくつか

の IS との関連を示す事件はすでに発生していた。2016 年のダッカ・レストラ

ン襲撃人質テロ事件はその一つである。これは 2016 年 7 月 1 日にダッカのカ

フェレストランを武装グループが襲撃したもので，日本人 7 人を含む 22 人が

死亡した事件である。この事件に対しても IS がインターネットを通じて犯行

声明を出した。「22 人の十字軍」を殺害した，「十字軍の市民たちは，十字軍

の飛行機がイスラーム教徒を殺害している限り，戦士による攻撃から逃れて安

全を得ることはできない」などと彼らは述べた（55）。

　IS の影響はスリランカにもおよび，IS の戦闘に参加するスリランカ人も出

始めた。2015 年 11 月には IS の英語機関誌である『ダービク』が，IS のため

に戦った最初のスリランカ国籍の者の空爆による死を伝えた。この人物はムハ

ンマド・ムシン・シャルファズ・ニラム（Muhamed Muhsin Sharfaz Nilam）と

いう。彼はパキスタンの国際イスラーム大学で学び，コロンボ大学でウルドゥー

語講師をしていた。彼は，両親，妻，6 人の子どもを含む 16 人でシリアへと

移住していた。ニラムの他に彼の義理の兄弟であるタジュディンという人物が

IS に戦士として参加したとされる。ニラムが IS の思想に深く傾倒していたこ

とは間違いない。彼はフェイスブックに彼の考えを記していたが，彼がカリフ

とみなすバグダディの写真とともに「われわれはあらゆる男，女，子ども，シー

ア派，スンナ派，ゾロアスター教徒，クルド人，キリスト教徒を殺すだろう」

と書き込んでいた（56）。

　IS の軍事行動に参加するのではなく，スリランカ国内において IS の「外部

作戦」の呼びかけに応じたのがすでに見たザフランのグループであった。こう

03【研究ノート】川島先生.indd   72 2020/03/09   17:56:05



─ 73 ─

政治研究　第 11 号

して彼らは，2019 年 4 月 21 日のイースターの朝に，コロンボの 3 つの高級ホ

テルとコロンボとネゴンボとバッティカロアのキリスト教会で自爆テロを行っ

た。ムスリムとはそれまでほとんど敵対関係になかったキリスト教徒がいかな

る過程を経て標的にされたのかは必ずしも明らかではない。しかし，何らかの

IS の指示があったのではないかという指摘もある。つまり，NTJ が次の仏教

徒との対決に備え，武器を蓄えていたのであるが，その中に爆発物があること

を知った IS が彼らに「欧米的な」シンボルを狙うよう説得したと複数の専門

家が指摘しているというのである（57）。ただ，実際にこうした指示があろうと

なかろうと，IS の思想に極度に傾倒していた者たちにとっては，キリスト教

徒や欧米人が最大のターゲットになり得たことは間違いない。NTJ の行動に一

貫性があったことは確かであろう。欧米人やキリスト教徒を標的にしたテロは，

ある意味ローカルな敵である仏教徒へのテロよりも IS 的世界観のなかではは

るかに重要であろう。こうした視点は前述のカーッターンクディの説教師の説

教，あるいはシリアで死んだニラムの発言からも明らかであるように思われる。

　IS はこのテロの後，「同盟国の国民とスリランカのキリスト教徒を標的とし

た攻撃」であるとする声明を出した（58）。また，このテロを IS が歓迎したのは，

イラクとシリアで IS のカリフ国が消え去った後，領土をもたなくても大きな

脅威を与えることができるのだということを，そして IS は敗北したのではな

く，状況に応じて再編成し，戦略を変えうることを世界に示そうとしたのだと

みられている（59）。しかしながら，このテロに IS がどの程度関わっていたのか

については現段階では明確には分かっていない。このテロ自体の計画や実行に

IS の戦闘員が直接的に関与していたことを示す証拠は得られなかったとする

捜査官の発表もある（60）。

　当局によって阻止されたが，NTJ は第二波の攻撃を計画していたとみられて

いる。メンバーたちが 4 月 19 日に白い衣類を購入したことが分かっている。

警察の発表では，その衣類は仏教の宗教施設への攻撃のためであった。スリラ

ンカ政府の情報部門である国家情報局（SIS）は主要な標的の一つはスリラン

カでもっとも重要な仏教寺院であると考えられているキャンディの仏歯寺で
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あったと述べた。さらに，他のキリスト教会，イスラームのモスクも攻撃対象

になっていた。4 月 26 日には治安部隊によって東部の都市で爆発物が発見さ

れた（61）。

　このテロに関しては，計画が事前に漏れていたことが明らかになっている。

インドおよびスリランカの防衛担当者からの複数の情報として，このテロの 2

時間前，そして何時間か前にインドの諜報担当官からスリランカ側の諜報担当

官に「複数の教会に対する特定の脅威に関する警告」を伝えたことが報道され

ている。さらに，同様の警告は 4 月 4 日と 4 月 20 日にもなされたという（62）。

この報告には，きわめて詳細な情報，つまり標的となる教会，自爆攻撃という

手法，首謀者がザフランの一派であることが記されていた（63）。計画している

のは NTJ であること，さらにはこの集団のメンバーの名前，「不信仰者」を殺

すことでイスラームの拡大を目指していることなどが伝えられていたという報

道もある（64）。

　シリセーナ大統領によれば，警察と防衛の最高レベルにはその差し迫った攻

撃に関する情報は届いていたが，大統領には知らされなかった。ただなぜこの

二人の最高責任者が大統領に伝えなかったのか，あるいはなぜ必要な措置を執

らなかったかに関しては明らかになっていない（65）。逆に，インドからの警告

情報が届いたときに大統領が適切な手順を踏まなかったことを上記の二人はほ

のめかしたという報道もある。もしそれが事実であれば，情報は大統領に伝達

されていたことになり，大統領の判断に何らかの問題があったということにな

る（66）。国家諜報局長（Chief of National Intelligence） であったシシラ・メンディ

ス（Sisira Mendis）もまた大統領の判断の問題に関して同様の指摘をした。大

統領はインドからの情報に対して適切な手順を踏まなかったとメンディスは証

言したのである。そしておそらくそのために解任された（67）。

　テロに関する詳細な情報を事前に何度も受けながらなぜ有効な対策をスリラ

ンカ政府が実行し得なかったのかという問題の解明には明らかに大きな関心が

もたれている。スリランカの検事総長であるダップラ・ダ・リヴェラはこの防

衛および諜報の「間違い」は「人道に対する罪」であると述べた（68）。スリラ
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ンカのカトリック教会の枢機卿は公正な捜査を求め，この点を明らかにするた

めには独立した透明性のある委員会を立ち上げるべきであると主張した（69）。

おわりに

　イースター・テロの背景として，以下の点が明らかになったと思われる。ま

ず，イスラーム復興，あるいはイスラーム化と呼びうるような動きは 19 世紀

後半からスリランカでは始まっていたが，1970 年代以降それはさらに強まっ

た。その大きな原因の一つは，スリランカのグローバル経済とのつながりの強

化，そして特にサウジアラビアとの関係である。大規模な資金援助や人的交流

によってワッハーブ派の影響が強まり，スーフィー派との間に暴力的対立が生

まれた。同時に，グローバルなムスリム共同体の一員としてのアイデンティティ

がスリランカのムスリムたちの間でより高まった。

　さらに 20 世紀末以降の急速なグローバル化の進展，特にインターネットの

普及は，サラフィ・ジハード主義などと呼ばれる過激思想の伝達，あるいは地

域的な過激主義のネットワーク形成を容易にした。テロ実行犯であるザフラン・

ハシムは，ネットを通じて過激主義に触れると同時に，彼自身もネットにおい

て IS の主張を拡散する役割を担った。彼の南インドとのつながりは彼の過激

化の大きな要因になった。イスラームとナショナリズムの関係は多様であるが，

IS などの過激主義勢力の多くはネイションを偶像として否定しており，それ

が国境を越えた影響力の拡大をより容易にした一因となった。サラフィ・ジハー

ド主義は，国民国家内において差別や排除を経験し，周縁化され明確なアイデ

ンティティを形成し得ない人々へと過激主義を浸透させた。

　こうした中で，テロ対策自体もグローバル化してきたことを今回の事件は教

えている。テロ対策はインドにおいてはかなりの程度行われており，今回のテ

ロに関しても事前にかなり具体的に把握されていた。さらに国際的な連携もと

れており，インドの諜報部門はスリランカに対して再三詳細な情報を流してい

た。穏健派のムスリムたちからもザフランや NTJ の危険性については何度も
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指摘されていた。さらに彼らのアジトと爆薬等の発見は彼らがきわめて注意す

べき人物であることを示していたし，当局は明らかにそれを認識していた。し

かしそれにもかかわらずスリランカ政府側において十分な対策はとられなかっ

た。なぜそうなったのか，どこに問題があったのかを解明することはきわめて

重要であると思われる。

　今日の社会ではインターネットを通じて過激主義のイデオロギーやテロのノ

ウハウは容易に拡散する。非常に小規模なネットワークやグループ形成も可能

である。国際的な移動も容易になっており，スリランカの小さな過激集団が暴

発した要因にもなった。グローバル化した世界ではいかなる場所においてもテ

ロが発生する可能性があり，その対策は十分になされなければならない。その

際，テロの芽自体を摘み取ることは間違いなく重要である。そのためには社会

が寛容性や多様性，あるいは平等性を十分に確保し，マイノリティを包摂し，

安定したアイデンティティ獲得の場を提供することがおそらくもっとも重要で

あると思われる。この点において，スリランカのムスリムたちがマイノリティ

としておかれている現状，特に多数派シンハラ人仏教徒からの暴力等の影響に

関する分析は今後さらに詳細になされなければならない重要な課題であると思

われる。
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